
平成 28 年 12 月 15 日号 巌 神 青 岩手県神道青年会報 第 713 号 

 

            岩手県神道青年会ホームページ http://www.ganshinsei.jp/  1 

 

    

 

                     

      

〇
十
月
二
十
五
日
（
火
）
に
『
東

北
六
県
神
道
青
年
協
議
会
親
睦

事
業
』
が
開
催
さ
れ
た
。 

こ
の
度
の
親
睦
事
業
は
、

『2
0
1
6

希
望
郷
い
わ
て
国
体
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ 

エ
ン
ジ
ョ
イ 

イ
ン
デ
ィ
ア

カ 
in

平
泉
』
と
題
し
、
平
泉
町

立
長
島
体
育
館
に
て
『
イ
ン
デ

ィ
ア
カ
』
と
呼
ば
れ
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
岩
手
県
神
道
青
年

会
が
主
管
県
な
り
開
催
し
た
も

の
。 『

イ
ン
デ
ィ
ア
カ 

(

ド
イ
ツ

語: In
d

ia
ca

）』
と
は
ド
イ
ツ
で

考
案
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
、
ル
ー
ル
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
に
よ
く
似
て
お
り
、
サ
ー

ブ
か
ら
始
め
、
レ
シ
ー
ブ
・
ト

ス
・
ア
タ
ッ
ク
の
三
段
構
成
で

敵
陣
に
三
回
以
内
で
ボ
ー
ル
を

返
す
競
技
で
あ
る
。 

こ
の
親
睦
事
業
に
は
、
東
北

六
県
神
道
青
年
協
議
会
櫻
谷
会

長
以
下
総
勢
四
十
九
名
の
会
員

に
ご
参
加
頂
き
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
た
。

当
日
は
単
位
会
関
係
無
く
ラ
ン

ダ
ム
に
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で

行
う
親
睦
リ
ー
グ
と
、
単
位
会

で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
行
う
ト
ー

巌

神

青 
【
内 

 

容
】 

・
東
北
六
県
神
道
青
年
協
議

会
親
睦
事
業
開
催 

・
皇
室
奉
送
迎
活
動 

・(

一
社)

神
道
音
楽
協
会
主

催
東
日
本
大
震
災
復
興
祈

願
祭
助
勢
活
動 

・
鵜
住
神
社
御
輿
渡
御
祭
助

勢
復
興
支
援
活
動 

・
盛
岡
少
年
刑
務
所
収
穫
感

謝
祭
奉
仕 

・
盛
岡
少
年
院
収
穫
感
謝
祭

奉
仕 

・
第
八
回
役
員
会
開
催 

・
第
九
回
役
員
会
、
臨
時
総

会
、
会
員
懇
親
会
開
催 

東北六県親睦事業開催
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ナ
メ
ン
ト
戦
と
を
行
っ
た
。
親

睦
リ
ー
グ
で
は
各
単
位
会
の
枠

を
超
え
て
の
チ
ー
ム
競
技
で
親

睦
を
深
め
つ
つ
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

の
ル
ー
ル
等
を
確
認
し
、
次
に

行
わ
れ
た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

は
、
豪
華
商
品
の
獲
得
を
目
指

し
各
単
位
会
が
死
力
を
尽
く
し

て
戦
っ
た
。 

結
果
は
一
位
青
森
、
二
位
山

形
、
三
位
宮
城
、
三
位
岩
手
と
な

り
、
惜
し
く
も
岩
手
は
ト
ッ
プ

に
立
つ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

も
の
の
、
親
睦
リ
ー
グ
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
を
通
し
、
多
く
の
会

員
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
ら
れ

た
実
り
あ
る
親
睦
事
業
と
な
っ

た
。 イ

ン
デ
ィ
ア
カ
競
技
の
後
は
、

場
所
を
一
関
の
矢
び
つ
温
泉

「
瑞
泉
閣
」
に
移
し
、
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
各
単
位
会
の
枠
を
超

え
東
北
の
同
志
と
し
て
総
勢
五

十
二
名
の
参
加
の
下
、
よ
り
一

層
お
互
い
の
絆
を
深
め
あ
っ
た
。 

改
め
て
、
本
事
業
に
ご
協
力

頂
い
た
関
係
各
位
、
特
に
も
平

泉
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
様
、

平
泉
町
体
育
協
会
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。 

〇
九
月
二
十
八
日
～
十
月
二
十

四
日
の
間
、
岩
手
国
体
並
び
に

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
際
し

て
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
行
幸
啓

さ
れ
、
ま
た
多
数
の
御
皇
族
方

が
岩
手
県
に
お
成
り
に
な
り
、

計
十
六
日
間
で
会
長
以
下
延
べ

百
二
十
三
名
に
よ
る
奉
送
迎
活

動
を
行
っ
た
。
こ
の
期
間
中
、
神

社
庁
支
部
と
あ
わ
せ
て
一
四
、

九
一
四
本
の
小
旗
を
配
布
し
た
。

前
回
ま
で
の
奉
迎
活
動
で
は
主

に
神
社
界
で
の
み
小
旗
を
配
布

し
て
い
た
が
、
今
回
は
岩
手
国

体
と
い
う
こ
と
で
全
県
挙
げ
て

の
奉
送
迎
活
動
が
展
開
さ
れ
、

市
町
村
に
お
い
て
も
相
当
数
の

小
旗
が
準
備
さ
れ
、
前
も
っ
て

市
民
に
奉
迎
箇
所
の
連
絡
が
あ

り
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
市
町

村
（
若
し
く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
）
が
小
旗
を
配
布
し

て
お
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
小

旗
の
配
布
を
行
う
必
要
が
な
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。 

小
旗
を
配
布
し
た
市
民
か
ら

は
「
岩
手
に
行
幸
啓
に
な
る
最

後
の
機
会
に
な
る
か
も
」
と
い

う
声
も
聞
か
れ
、
予
想
以
上
の

方
が
奉
迎
に
参
加
し
た
よ
う
に

思
う
。
中
に
は
手
作
り
の
小
旗

天
皇
皇
后
両
陛
下
並
に 

皇
族
方
御
奉
送
迎
活
動 
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を
作
製
し
て
参
加
し
た
子
供
も

あ
り
、
皇
室
敬
慕
の
念
の
醸
成

に
資
す
る
活
動
と
な
っ
た
。 

こ
の
度
の
岩
手
国
体
並
び
に

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
際
し

社
務
ご
多
用
の
折
に
も
拘
わ
ら

ず
会
員
の
ご
協
力
の
下
ご
奉
迎

活
動
を
事
故
無
く
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
有

り
難
く
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
。 

    

〇
十
月
十
七
日
、
一
般
社
団
法

人
神
社
音
楽
協
会
主
催
に
よ
る

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭
が

大
槌
町
の
小
鎚
神
社
（
松
橋
知

之
宮
司
）
に
於
い
て
執
り
行
わ

れ
、
震
災
復
興
支
援
事
業
と
し

て
助
勢
活
動
を
行
っ
た
。 

十
三
時
に
同
神
社
に
集
合
し
、

駐
車
場
整
理
や
参
列
者
の
案
内
、

チ
ラ
シ
配
布
等
を
行
い
、
十
五

時
か
ら
の
復
興
祈
願
祭
に
参
列
。

祭
儀
に
於
い
て
は
、
復
興
祈
願

と
今
回
の
神
楽
奉
納
の
旨
が
奏

上
さ
れ
た
後
、
宮
司
、
神
社
役
員
、

神
社
庁
、
神
社
音
楽
協
会
、
上
閉

伊
支
部
の
各
代
表
が
玉
串
を
奉

り
、
参
列
者
と
共
に
復
興
へ
の

祈
り
を
捧
げ
、
祭
儀
後
に
は
神

社
音
楽
協
会
よ
り
岩
手
県
神
社

庁
へ
震
災
の
御
見
舞
金
が
贈
呈

さ
れ
た
。 

引
き
続
い
て
拝
殿
で
①
榊
舞

（
２
名
） 

②
浦
安
の
舞
（
４
名
） 

③
悠
久
の
舞
（
４
名
）
が
順
次
奉

納
さ
れ
、
参
列
者
の
方
々
は
、
普

段
中
々
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

優
美
な
舞
に
深
い
感
銘
を
受
け

て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。 

十
七
時
に
音
楽
協
会
の
皆
様

を
お
見
送
り
し
、
解
散
と
な
っ

た
。 

〇
九
月
十
八
日
、
鵜
住
神
社
で

執
り
行
わ
れ
た
御
輿
渡
御
祭
に
、

復
興
支
援
活
動
と
し
て
助
勢
し

た
。
午
前
七
時
半
よ
り
、
神
幸
祭

祭
儀
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
、

午
前
八
時
頃
か
ら
渡
御
開
始
。

渡
御
開
始
直
後
か
ら
雨
が
降
り

出
し
た
も
の
の
渡
御
は
続
行
さ

れ
、
本
降
り
の
雨
の
中
、
仮
説
商

店
街
、
地
区
の
グ
ラ
ン
ド
で
郷

土
芸
能
の
奉
納
が
行
わ
れ
た
。 

渡
御
に
参
加
さ
れ
た
方
々
、

泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
郷

土
芸
能
の
奉
納
を
さ
れ
た
方
々
、

傘
を
さ
し
て
見
物
に
い
ら
し
て

い
る
方
々
か
ら
は
、
お
祭
に
か

け
る
熱
気
溢
れ
る
力
を
強
く
感

じ
た
。
渡
御
行
列
は
賑
や
か
に

進
み
、
神
社
に
戻
っ
て
還
幸
祭
、

直
会
と
な
り
、
十
七
時
頃
終
了

と
な
っ
た
。 

お
祭
が
あ
っ
た
鵜
住
居
地
区

は
未
だ
に
盛
り
土
の
最
中
。
歩

け
る
区
間
が
限
ら
れ
て
お
り
復

興
が
完
了
す
る
ま
で
に
は
ま
だ

ま
だ
時
間
が
か
か
る
様
子
だ
っ

た
。 

(

一
社)

神
社
音
楽
協
会
主
催 

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭

助
勢
活
動 

復
興
支
援
活
動
・
鵜
住
神

社
御
輿
渡
御
祭
助
勢
活
動 
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〇
毎
年
恒
例
の
盛
岡
少
年
院
収

穫
感
謝
祭
が
、
十
月
二
十
二
日
、

菅
原
会
長
以
下
四
名
の
奉
仕
の

下
執
り
行
わ
れ
た
。 

午
前
七
時
半
に
盛
岡
八
幡
宮

参
集
殿
前
に
集
合
し
盛
岡
少
年

刑
務
所
に
移
動
し
祭
場
補
設
の

後
、
習
礼
。
午
前
十
時
よ
り
三
澤

教
誨
師
の
典
儀
に
よ
り
厳
粛
に

執
り
行
わ
れ
た
。
献
饌
で
は
受

刑
者
二
名
が
奉
仕
し
神
前
に
供

物
を
奉
献
。
斎
主
、
刑
務
官
に
続

き
受
刑
者
代
表
が
玉
串
を
奉
じ

て
拝
礼
し
た
。
参
列
し
た
受
刑

者
二
十
名
は
代
表
者
に
合
わ
せ

一
糸
乱
れ
ぬ
姿
で
拝
礼
し
て
い

た
。 我

々
の
最
も
大
切
な
務
め
は

神
事
に
於
い
て
祈
る
事
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
青
年
会
、
ま
た
一

神
職
と
し
て
奉
仕
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
季
節
柄
多
忙
の
方
も
多
い

と
思
う
が
、
多
く
の
会
員
に
奉

仕
し
て
も
ら
い
、
貴
重
な
経
験

を
積
ん
で
頂
き
た
い
と
思
う
。 

ま
た
受
刑
者
の
皆
さ
ん
に
は

神
の
恵
を
感
じ
、
更
正
の
一
端

と
な
っ
て
頂
く
機
会
と
な
れ
ば

幸
甚
で
あ
る
。 

〇
先
の
少
年
刑
務
所
収
穫
感
謝

祭
に
続
き
、
十
一
月
二
日
、
盛
岡

少
年
院
収
穫
感
謝
祭
が
菅
原
会

長
以
下
六
名
の
奉
仕
に
よ
り
執

り
行
わ
れ
た
。 

午
前
八
時
半
に
盛
岡
八
幡
宮

駐
車
場
に
集
合
し
、
盛
岡
少
年

院
に
移
動
。
到
着
後
す
ぐ
に
祭

場
の
補
設
を
し
、
習
礼
を
行
う
。 

午
前
十
時
四
十
五
分
よ
り
、

典
儀
を
務
め
ら
れ
た
一
條
教
誨

師
の
法
螺
貝
を
合
図
に
参
進
。

報
鼓
の
後
に
修
祓
を
行
い
祭
儀

が
開
始
さ
れ
た
。
献
饌
で
は
受

刑
者
二
名
が
手
長
を
奉
仕
し
、

院
内
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
を
三

方
二
台
に
乗
せ
て
神
前
に
奉
献
。

斎
主
、
法
務
教
官
に
続
き
受
刑

者
代
表
が
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し

た
。
奉
仕
後
は
食
べ
ロ
グ
で
有

名
な
「
弥
太
郎
」
に
て
ラ
ー
メ
ン

を
す
す
り
、
盛
岡
八
幡
宮
に
戻

っ
て
片
づ
け
を
行
い
解
散
と
な

っ
た
。 

ま
だ
奉
仕
し
た
こ
と
の
な
い

会
員
の
皆
様
に
は
是
非
来
年
は

都
合
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
こ

の
貴
重
な
機
会
を
経
験
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。 

〇
九
月
二
十
二
日
、
第
八
回
役

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
下
半
期

事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
、
次
期

会
長
に
髙
橋
数
馬
現
副
会
長
が

選
任
さ
れ
た
。
来
る
第
九
回
役

員
会
に
於
い
て
副
会
長
人
事
が

上
程
さ
れ
、
会
員
懇
親
会
と
併

せ
て
開
催
さ
れ
る
臨
時
総
会
に

於
い
て
正
副
会
長
人
事
が
承
認

さ
れ
る
予
定
。 

盛
岡
少
年
院
収
穫
感
謝
祭

奉
仕 

盛
岡
少
年
刑
務
所
収
穫
感

謝
祭
奉
仕 

第
八
回
役
員
会
開
催 
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〇
十
一
月
十
五
日
、
第
九
回
役

員
会
・
臨
時
総
会
・
会
員
懇
親
会

が
花
巻
温
泉
千
秋
閣
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。 

役
員
会
に
於
い
て
は
会
長
挨

拶
の
後
各
種
報
告
が
行
わ
れ
、

次
期
神
道
青
年
全
国
協
議
会
会 

                     

長
に
、
神
奈
川
県
の
佐
野
巌
現

神
道
青
年
全
国
協
議
会
監
事
が

選
任
さ
れ
た
こ
と
や
、
次
期
東

北
六
県
神
道
青
年
協
議
会
会
長

に
当
会
の
藤
原
常
任
役
員
が
選

出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
報
告
が

あ
っ
た
。
協
議
事
項
で
は
髙
橋 

                     

次
期
会
長
よ
り
次
期
副
会
長
人

事
（
案
）
の
上
程
が
行
わ
れ
、
小

保
内
現
副
会
長
、
多
田
現
常
任

役
員
、
藤
原
現
常
任
役
員
の
三

名
が
次
期
副
会
長
に
推
さ
れ
、

可
決
さ
れ
た
。 

続
く
臨
時
総
会
に
於
い
て
は

会
長
以
下
二
十
七
名
の
参
加
の

下
播
磨
常
任
役
員
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
第
八
回
役
員
会
に
於

い
て
可
決
さ
れ
た
次
期
会
長
人

事
と
先
の
第
九
回
役
員
会
に
於

い
て
可
決
さ
れ
た
次
期
副
会
長

人
事
に
つ
い
て
、
満
場
一
致
に

第九回役員会 並に 

臨時総会 並に 

会員懇親会 開催 
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て
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
髙
橋

次
期
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

次
期
に
向
け
て
の
抱
負
な
ど
を

会
員
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
た
。 

過
去
最
大
規
模
の
三
十
五
名

の
会
員
が
参
加
し
た
懇
親
会
に

於
い
て
は
、
藤
原
庁
長
、
稲
田
副

庁
長
、
新
山
花
巻
支
部
長
、
新
山

参
事
を
来
賓
に
迎
え
、
今
年
度

で
卒
業
さ
れ
る
吉
田
、
伊
藤
両

顧
問
に
も
上
座
に
お
座
り
頂
い

た
中
で
、
賑
や
か
に
開
催
さ
れ

た
。
菅
原
会
長
よ
り
「
次
期
執
行

部
は
七
十
周
年
事
業
や
東
北
六

県
禊
錬
成
会
を
開
催
す
る
時
期

で
大
変
だ
と
思
う
が
、
執
行
部

を
中
心
に
ま
と
ま
っ
て
会
を
盛

り
上
げ
て
頂
き
た
い
。
ま
た
次

期
東
北
六
県
会
長
に
藤
原
現
常

任
役
員
が
選
ば
れ
た
の
で
、
会

員
に
は
是
非
支
え
て
頑
張
っ
て

頂
き
た
い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
け
て
藤
原
庁
長
、
新
山
支
部 

                  

  

長
よ
り
挨
拶
を
賜
っ
た
後
、
吉

田
顧
問
の
乾
杯
に
よ
り
宴
が
始

ま
っ
た
。
楽
し
い
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
流
れ
、
伊
藤
顧
問

の
〆
に
よ
り
お
開
き
と
な
っ
た
。

そ
の
後
部
屋
を
移
し
て
二
次
会

が
開
か
れ
、
一
次
会
よ
り
も
く

だ
け
た
雰
囲
気
の
中
、
大
い
に

懇
親
を
深
め
合
っ
た
。 

 

              

【
編
集
後
記
】 

前
号
で
、「
そ
れ
に
し
て
も

台
風
被
害
の
多
い
年
で
す
」
と

書
き
ま
し
た
ら
、
今
度
は
福
島

県
沖
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津
波

が
発
生
し
、
漁
業
関
係
者
に
被

害
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
熊

本
、
鳥
取
、
そ
し
て
福
島
と
、

も
う
自
然
災
害
は
こ
り
ご
り
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

申
年
は
激
動
の
年
と
も
言
わ

れ
ま
す
。
自
然
災
害
以
外
に

も
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ト
ラ

ン
プ
次
期
米
大
統
領
な
ど
、
来

年
ど
こ
ろ
か
今
後
数
十
年
単
位

で
影
響
を
及
ぼ
し
そ
う
な
出
来

事
の
多
い
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
さ
て
、
来
年
は
酉
年
。
鶏

鳴
と
と
も
に
岩
戸
が
開
か
れ
た

よ
う
に
、
明
る
い
年
を
願
わ
ず

に
は
居
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は

私
達
神
職
の
神
明
に
対
す
る
、

真
心
よ
り
の
奉
仕
が
も
っ
と
も

大
切
だ
と
思
う
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。 

(

宜) 

髙橋次期会長挨拶 
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